
令和 3年度　入学試験（ 2月 2日実施）

算　数
［50分］

［注意事項］

１ ．試験開始の合図があるまで、この問題用紙は開かないでください。
2．試験開始後、解答用紙にシールを貼

は

ってください。
3．解答は、すべて解答用紙に記入してください。
4．解答は鉛

えん

筆
ぴつ

などで濃
こ

く記入してください。
5．‌�問題は1〜6まであります。ページが抜

ぬ

けていたら、すみやかに手
を挙

あ

げ、監
かん

督
とく

の先生に申し出てください。

東京農業大学第一高等学校中等部
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1 	 次の各問いに答えなさい。

（ 1）　 3
8
 ÷ 0.125 −（ 3.6 − 4615 ） × 3  34 　を計算しなさい。

（ 2）　（ 10 − □ ）：3＝
2
3
：
1
4
　の □ にあてはまる数を答えなさい。

（ 3）　 5時間 4分 3秒 −  1 時間 23 分 45 秒　を計算しなさい。
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2 	 次の各問いに答えなさい。

（ 1）　図のように、1辺 12 cm の正方形ABCD があります。三角形 BEF と三角形 CDF の面
積の差は 54 cm2 です。このとき、三角形 CDF の面積を求めなさい。

（ 2）　図のような四角形 ABCD があり、点 E ，F ，G ，H はそれぞれ辺 DA ，AB ，BC ，
CD 上の点です。また、四角形 EFGH は平行四辺形です。このとき、x の角度を求めな
さい。

（ 3）　 2つの食塩水 A ，B があり、濃
のう

度
ど

はそれぞれ 7％，11％です。A と B の重さを 5：3
の割合で混ぜあわせると、何％の食塩水ができますか。
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E
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D

A
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（ 4）　89 個の分数が次のように並んでいます。

	 　　　
1
90
 ，
2
90
 ，
3
90
 ，……，

88
90
 ，
89
90

	 　この分数の中で、
3
5
 より大きく 

16
21
 より小さいもののうち、約分できないものを 

すべて答えなさい。

（ 5）　花子さん、令奈さん、太郎君、健太君の 4人が 4 km 走をおこなったところ、次の 
ようになりました。

　　　（ア）　 4人とも 23 分 30 秒以内に完走しました。
　　　（イ）　 1番速かった人は太郎君でした。
　　　（ウ）　花子さんと健太君のタイム差は 1分 8秒でした。
　　　（エ）　健太君は太郎君より 2分遅

おそ

くゴールしました。
　　　（オ）　令奈さんと花子さんのタイム差は 56 秒でした。
　　　（カ）　 4人の平均タイムは 22 分 9 秒でした。
　　このとき、 2位になった人は誰か、考えられる人をすべて答えなさい。
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3　‌�　ある工場では 960 人の作業員が働いていて、今週の仕事は A ，B ，C ，D の 4 つがあり
ます。月曜日は全員が仕事 A をおこない、また、日曜日は全員が仕事を休みます。火曜日
以降は次の規則にしたがいます。

　　前の日に仕事 A をおこなった人のうち、
1
2
 が仕事 B 、

1
2
 が仕事 C をおこないます。

　　前の日に仕事 B をおこなった人のうち、
2
3
 が仕事 A 、

1
3
 が仕事 D をおこないます。

　　前の日に仕事 C をおこなった人のうち、
1
3
 が仕事 A 、

2
3
 が仕事 D をおこないます。

　　前の日に仕事 D をおこなった人のうち、
1
4
 が仕事 A 、

1
4
 が仕事 B 、

1
4
 が仕事 C を 

おこない、
1
4
 が日曜日まで休みます。

　土曜日に仕事 A ，B ，C ，D をおこなった人数を、それぞれ答えなさい。
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4　‌�　はじめ君とみどりさんは、次の問題を解くことにしました。

問題
　たて 10 cm 、横 18 cm の長方形の紙を図 1のように 3 cm 間

かん

隔
かく

で折り目をつけて、図 2の
ような正六角柱の形にしました。この正六角柱の各頂点に図 3のように記号をつけ、辺 BV
上に点 S を BS ＝ 2 cm となるようにとり、辺 FZ 上に点 T を FT ＝ 2 cm となるようにとり
ます。
　 3点 A ，S ，T を通る平面 P でこの正六角柱を切断したあと、正六角柱を切り開くと、 
切断面はどのようになりますか。

18cm
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10cm

図 1 図 2
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はじめ君　　「わかった。切断面は

　　　　　　となるよ。」
みどりさん　「�じゃあ実際に展開図を切って、組み立

ててみよう。」
はじめ君　　「あれ？切断面が平面にならないよ。」
みどりさん　「それなら、もう一度考えてみよう。
　　　　　　 �下の底面の正六角形で、AD と BF が交

わる点を G 、ADと CE が交わる点を H
としよう。このとき、AG ，GH ，HD の
長さの比を最も簡単な整数の比で表す
と、どうなるかな。」

はじめ君　　「AG：GH：HD ＝  ①  だ。」
みどりさん　「�そうね。そうすると、平面 P と辺 CW の交わる点は、点 C から 

②  cm はなれた所になるね。」
はじめ君　　「わかった。切断面は  ③  となるよ。」
みどりさん　「今度は切断面が平面になるかな。」
はじめ君　　「ちゃんと平面になったよ。」

（ 1）　①にあてはまる比を、最も簡単な整数の比で表しなさい。 

（ 2 ）　②にあてはまる値を求めなさい。 

（ 3 ）　③にあてはまる切断面のようすを、解
かい

答
とう

欄
らん

に書き込みなさい。
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5　‌�　下の図のような 1辺 30 cm の正方形において、2点 P ，Q が図の頂点 A を同時にスター
トします。点 P は反時計回りに毎秒 2 cm の速さで、点 Q は時計回りに毎秒 1 cm の速さ
で辺上を移動し、P と Q が重なったとき止まります。また、対角線 AC と BD の交点を O と
します。

（ 1）　 2点 P ，Q は点 A をスタートしてから何秒後に止まりますか。

（ 2）　 2点 P ，Q が点 A をスタートして止まるまでの間に、 3点 O ，P ，Q が一直線に 
並ぶのはスタートしてから何秒後ですか。

A B

CD

P

O

Q

30cm

30cm
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（ 3）　 2点 P ，Q が点 A をスタートしてから止まるまでの、三角形 APQ の面積 S の変化の
様子を表したグラフとして最も適するものを、次の（ア）〜（カ）の中から選び、記号で 
答えなさい。

面積

時間

（ア）
面積

時間

（イ）

面積

時間

（ウ）
面積

時間

（エ）

面積

時間

（オ）
面積

時間

（カ）
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6　‌�　次のように、ある規則にしたがって数が並んでいます。以下の問いに答えなさい。

（ 1）　 6番目の数を求めなさい。

（ 2）　はじめて整数になるのは何番目ですか。

（ 3）　（ 2）で求めた整数の次に整数になるのは何番目ですか。

 ，   ，   ，   ，…
13
101

1 番目

26
106

2 番目

39
111

3 番目

52
116

4 番目
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［注意事項］

１ ．試験開始の合図があるまで、この問題用紙は開かないでください。
２．試験開始後、解答用紙にシールを貼

は

ってください。
３．解答は、すべて解答用紙に記入してください。
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筆
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ぬ

けて
いたら、すみやかに手を挙

あ

げ、監
かん

督
とく

の先生に申し出てください。

東京農業大学第一高等学校中等部
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1 　次の文章を読み、以下の問いに答えなさい。

Ⅰ　東京の八王子市のある公園では、毎年 6月にモリアオガエル（写真 １）というカエルの卵
らん

塊
かい

（写真 ２）を見つけることができます。この卵塊のあわの中には、卵がつつまれて入っていま
す。卵塊の大きさは直径15cmほどです。モリアオガエルの親はこの卵塊を、池の上にせりだ
している木の枝などに産み付けます。卵塊の中で卵はふ化しておたまじゃくしが出てきます。
卵塊は池の上にあるので、出てきたおたまじゃくしは池に落ちて、しばらく池で暮らします
（図 １）。農太郎くんは、このモリアオガエルの卵塊について調査を行うことにしました。
　　まず、卵塊から何匹のおたまじゃくしが出てくるのかを調べることにしました。まだおた
まじゃくしが出てきていない 8個の卵塊を水そうに浮かべて、何匹のおたまじゃくしが出て
くるのかを数えました。結果は次のとおりです。

　【結果】　卵塊から出てきたおたまじゃくしの数
卵塊 1 2 3 4 5 6 7 8
おたまじゃくし（匹） 226 151 275 231 305 269 240 303

写真 １ 写真 2

図 1

池

モリアオガエルの卵塊

おたまじゃくしは、卵塊の中でふ化
して下の池に落ちる
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問 1　動物のなかま分けをするとき、背骨があるかどうかで区別します。カエルには背骨が
ありますが、そのような動物をまとめて何と言いますか。

問 2　おたまじゃくしの呼吸は、親とは異なる器官を使います。その器官の名まえを答えな
さい。また、背骨がある動物で、カエルのように成長するにしたがって呼吸に使う器官
が変わる動物のグループをまとめて何と言いますか。

問 3　卵塊から出てきたおたまじゃくしの数の平均を求めなさい。

問 4　モリアオガエルの卵塊に含
ふく

まれている卵の大きさはおよそ2.5～ 3 mmです。次にあげる
動物の卵を、大きいものから順に並び替えて、記号で答えなさい。

ア．ウズラ　　 イ．メダカ　　 ウ．モリアオガエル　　 エ．ヒト　　 オ．ニワトリ

問 5　農太郎くんは、卵塊から出てきたおたまじゃくしを、水そうで育てることにしました。
自然界にはおたまじゃくしを食べる生物がいて、すべてカエルになることはできません。
生きているおたまじゃくしを食べる生物として正しいものを、次のア～オからすべて選
び、記号で答えなさい。

ア．メダカ　　 イ．ヤゴ　　 ウ．ミジンコ　　 エ．ミカヅキモ　　 オ．タガメ
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Ⅱ　農太郎くんがおたまじゃくしを育てていると、卵塊から出てきたおたまじゃくしが水に浮
かんでいる卵塊のあわを食べているところが観察できました（写真 ３）。びっくりした農太郎
くんは、このあわをキンギョやイモリに与えたところ、キンギョやイモリも食べました。農
太郎くんは卵塊にはデンプンが含まれているかもしれないと予想し、実験を行いましたが、結
果はデンプンが含まれていないことを示すものでした。次に、タンパク質が含まれているか
を確かめるために、高校生のお兄さんと一緒に実験を行ったところ、タンパク質が含まれて
いることがわかりました。卵塊のあわは、卵の入れ物としての役割だけではなく、おたまじゃ
くしの食物としての役割ももつことがわかりました。

写真 ３

問 6　下線部の実験の方法と結果について最も正しいものを、次のア～カから選び、記号で
答えなさい。

ア．水酸化ナトリウム水
すい

溶
よう

液
えき

を卵塊にたらしたところ、水酸化ナトリウム水溶液の色が
変化しなかった。

イ．水酸化ナトリウム水溶液を卵塊にたらしたところ、水酸化ナトリウム水溶液の色が
青むらさき色に変化した。

ウ．エタノールを卵塊にたらしたところ、エタノールの色が変化しなかった。
エ．エタノールを卵塊にたらしたところ、エタノールの色が青むらさき色に変化した。
オ．ヨウ素液を卵塊にたらしたところ、ヨウ素液の色が変化しなかった。
カ．ヨウ素液を卵塊にたらしたところ、ヨウ素液の色が青むらさき色に変化した。
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問 7　モリアオガエルのおたまじゃくしは卵塊のあわを食べていましたが、そのあわがなく
なったあとは、どのようなものを食べますか。また、カエルになるとどのようなものを
食べますか。その組み合わせとして正しいものを、次のア～エから選び、記号で答えな
さい。

おたまじゃくし カエル
ア 水草 水草
イ 水草 バッタ
ウ タニシ ドングリ
エ ゲンゴロウ 水草

問 8　農太郎くんがおたまじゃくしを育てていくと、おたまじゃくしは写真 ４のように変化
しました。この写真 ４の前と後で起こるおたまじゃくしのからだの変化について正しい
ものを、次のア～オからそれぞれ選び、記号で答えなさい。

写真 ４

前あし

尾

後ろあし

ア．尾が 2本になる。 
イ．尾が短くなる。
ウ．前あしが出てから、後ろあしが出てくる。 
エ．後ろあしが出てから、前あしが出てくる。
オ．背中にひれがはえる。
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Ⅲ　農太郎くんがモリアオガエルの卵塊を公園の中で探すと、池の木以外のさまざまな場所に
も産み付けられていることがわかりました。おどろいたことに、下に水のない場所にも産み
付けられていました。それは、常に水があるわけではない排

はい

水
すい

溝
こう

の上に産み付けられていた
卵塊です。この卵塊の中でおたまじゃくしが育って、下に落ちるとそこに水はなく死んでし
まう恐れがあります。農太郎くんはモリアオガエルの産卵の条件として水の深さと時刻に注
目して、どのような場所にモリアオガエルが卵塊を産むのかを家族の協力を得て調べること
にしました。

　【方法】　�Ａ～Ｅの各地点の水の深さを、 0時から23時まで 1時間ごとに測定し、卵塊が産み
付けられたかを同時に調べました。

　【結果】　�各地点の水の深さは次のグラフのとおりです。地点ＡとＣとＥでは、測定していた
地点の上のかべに卵塊が観察されました。

地点Ａ

深
さ
［㎝］

0
1
2
3
4
5
6
7

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 時刻

地点Ｂ

深
さ
［㎝］

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 時刻

地点Ｃ

0

16
14
12
10
8
6
4
2

深
さ

［㎝］

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 時刻
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地点Ｄ

0

3

2

1

深
さ

［㎝］

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 時刻

地点Ｅ

0
1
2
3
4
5
6
7

深
さ

［㎝］

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 時刻

問 9　この調査結果からモリアオガエルの産卵する条件として考えられるものを、次のア～
カから選び、記号で答えなさい。

ア．水の深さが夜に 1 cm以上ある時間が 1時間続くとその場所の上で産卵する。
イ．水の深さが昼に 1 cm以上ある時間が 1時間続くとその場所の上で産卵する。
ウ．水の深さが10cm以上ないと産卵しない。
エ．水の深さが ４ cm以上ある時間が 2時間続くとその場所の上で産卵する。
オ．水の深さが夜に ４ cm以上ある時間が 2時間続くとその場所の上で産卵する。
カ．水の深さが昼に ４ cm以上ある時間が 2時間続くとその場所の上で産卵する。

　　農太郎くんたちは、この調査から得られたことをいかして、下に水のないところに産み付
けられてしまったモリアオガエルの卵塊を保護することにしました。
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２ 　水
すい

溶
よう

液
えき

に関する以下の問いに答えなさい。

Ⅰ　 7本の試験管Ａ～Ｇに以下に示した 7種類の水溶液を入れましたが、これらの水溶液はい
ずれも無色なので、区別がつかなくなってしまいました。そこで、Ａ～Ｇのそれぞれの試験
管にどの水溶液が入っているかを調べるためにさまざまな実験をしました。

①　うすい塩酸　　②　砂糖水　　　　　③　アンモニア水　　④　食塩水　　
⑤　炭酸水　　　　⑥　アルコール水　　⑦　水酸化ナトリウム水溶液

　【実験 １】　�それぞれのにおいをかいでみたところ、ＢとＣから鼻をさすようなにおいがした。
また、Ａからはあまいにおいがした。

　【実験 ２】　�リトマス紙を使って調べたところ、ＣとＤの ２つが同じ変化をし、ＢとＦの ２つ
が同じ変化をした。また、Ａ、Ｅ、Ｇは変化が見られなかった。

　【実験 ３】　�Ａ、Ｅ、Ｇの水溶液を器具ａに移し、加熱したところ、Ａは火が付いた。また、水
分がなくなると、Ｅは白い固体が残り、Ｇは黒っぽい固体が残った。

　【実験 ４】　Ａ～Ｇの試験管に石灰水を加えたところ、Ｄの水溶液では白くにごった。

問 1　実験 ２の調べ方として最も正しい方法はどれですか。次のア～エから選び、記号で答
えなさい。

ア．リトマス紙を試験管内の水溶液に直接つける。
イ．蒸留水（純

じゅんすい

粋な水）でリトマス紙をぬらし、それを試験管の口にかざす。
ウ．試験管を傾

かたむ

けて少量の水溶液をリトマス紙にたらす。
エ．ガラス棒の先

せん

端
たん

を試験管内の水溶液につけ、それをリトマス紙につける。

問 2　実験 ３の器具ａとして最も適当なものはどれですか。次のア～オから選び、記号で答
えなさい。

イ ウア エ オ

100
90
80
70
60
50
40
30
20
10
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問 3　Ａ～Ｇの水溶液は、①～⑦のどれですか。それぞれ番号で答えなさい。

問 4　身近なものの中で、リトマス紙につけたときにＢ、Ｆと同じ変化をするものを答えな
さい。

Ⅱ　試験管を10本用意して、Ｈ～Ｑの記号を付けました。それぞれの試験管に、ある濃
こ

さの塩
酸を 5 cm3入れ、ある濃さの水酸化ナトリウム水溶液を下の表のように体積を変えて加えた。
その後一定量をとり、BTB液で色の変化を調べました。

試験管記号 H I J K L M N O P Q
塩酸［cm3］ 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5
水酸化ナトリウム水溶液［cm3］ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
BTB液 黄 黄 黄 黄 緑 青 青 青 青 青

問 5　Ｍ～Ｑの水溶液は何性ですか。

問 6　Ｈにムラサキキャベツ液を入れると何色になりますか。

問 7　Ｑの水溶液の水分をすべて蒸発させると、白い固体が残りました。残った固体の名ま
えをすべて答えなさい。

問 8　Ｈ～Ｌの水溶液の水分を蒸発させた時に、固体が最も多く残るものを、Ｈ～Ｌの記号
で答えなさい。
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問 9　Ｈ〜Ｑの試験管にスチールウールを入れました。反応して気体を発生した試験管をす
べて選び、記号で答えなさい。

問10　塩酸 ５ cm3のみを入れた試験管とＨ～Ｑの試験管に十分な量のアルミニウム片を加え
たときに発生する気体の体積をグラフで表したとき、おおよその形はどのようになりま
すか。次のア～コから選び、記号で答えなさい。ただし、グラフの縦

たて

軸
じく

は発生する気体
の体積、横軸は加えた水酸化ナトリウム水溶液の体積［cm3］を表しています。

ウ

0 5 10

キ

0 5 10

エ

0 5 10

ク

0 5 10

ア

0 5 10

オ

0 5 10

ケ

0 5 10

イ

0 5 10

カ

0 5 10

コ

0 5 10
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（次のページにも問題が続きます）
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３ 　音についての次の会話を読み、以下の問いに答えなさい。ただし、音は風などの影
えい

響
きょう

をう
けることはなく、地上のどれだけ離れたところにいても届くものとします。

　先生　　：こんにちは。今日は、『音』について考えてみたいと思います。
　農太君　：先生こんにちは。僕らはどのようにして音を聞いているのですか。
　先生　　：�音は波の一種で、音源の振

しん

動
どう

が空気に伝わり、その空気が鼓
こ

膜
まく

を振動させていま
す。このとき、空気中にできる音の波は図 1のように表すことができるとします。

　　　　　　また、波には①反射や屈折などの性質があります。

波長（１回の振動でできる波の長さ）

図 １　波の形

　　　　　　そして、波の重要な関係式として、以下の式が成り立ちます。

音の速さ　＝　音の振動数　×　音の波長

　　　　　　�波長とは、 1回の振動でできる波の長さのことを言います。また振動数とは、 1
秒間当たりの振動回数のことを言います。例えば 1秒間に10回振動した（10個の波
ができた）場合の振動数は10H

ヘルツ

zということになります。
　農太君　：�ということは、波長に振動数をかけると、音が 1秒間に進む距離が求められるん

ですね。
　先生　　：�そうですね。
　　　　　　�私たちが聞く音の高低は振動数（観測者が 1秒間に聞く波の数）によって決まりま

す。音は、振動数が多いほど高く聞こえ、振動数が少ないほど低く聞こえます。
　　　　　　�振動数600Hzの音を0.3秒間鳴らしたとき、波は（　ア　）個できます。また、その

音の速さが秒速340mであったとすると、この音は0.5秒後には（　イ　）m先まで届
くことになります。

　農太君　：�先生が教えてくれた関係式を使うと、その音の波長は（　ウ　）mですね。
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問 1　（　ア　）～（　ウ　）に入る数字を答えなさい。ただし、（　ウ　）は小数第三位を四捨
五入して答えなさい。

問 2　下線部①の反射を表す現象として正しいものはどれですか。次のア～エから選び、記
号で答えなさい。

ア．リコーダーとピアノで『ド』の音の聞こえ方が異
こと

なる。
イ．水中で音を出すことにより水深を測ることができる。
ウ．壁を隔

へだ

てて音が聞こえる。
エ．音は昼に比べて夜のほうが遠くまで聞こえやすい。
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　先生　　：�さて、農太君は救急車などのサイレンの音を聞いて不思議に思ったことはありま
すか。

　農太君　：�横を通り過ぎる前後で聞こえる音が変わって不思議に思いました。
　先生　　：ではなぜ、音が変化したのかを考えてみましょう。
　　　　　　�まず、止まっている観測者に救急車（音源）が一定の速さで近づくときを考えます。
　　　　　　�音の速さは秒速340m、音の振動数は600Hz、音源は秒速16mで観測者に近づいて

いるとします。
　　　　　　�音源が動いても、最初に音源が音を出す位置は図 2の地点Oなので、観測者（地点

P）に最初の音が到達するまでの時間は変わりません。音源が音を鳴らしながら地
点O ま̓で到達したとき、図 ２のようにOP間にある波の個数と、O P̓間にある波の
個数は同じになります。

　農太君　：�音の速さは秒速340mで、音源の速さは秒速16mだから、音を出してから 1秒後を
考えたとき、初めに音源が出した音の到達地点と 1秒後の音源との間の距離は
（　エ　）mですよね。

　　　　　　�ただ、 1秒間に音源が鳴らす振動数（音源が空気を振動させる回数）は変わらない
から波長は（　オ　）mとなって、音源が動いていないときの波長（　ウ　）mと変
わります。そして波長が変われば、波の重要な関係式から、観測者が聞く振動数
（観測者を通過する波の数）も変わりますよね。この振動数の音を観測者は聞くの
だから、 1秒間に聞く波の数は増えて、音の高さが高くなるのですね。
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図 2

P

観測者

観測者
音源

音源（止まっている救急車）

600Hz

音の進行方向

O O

O O’P

観測者

観測者
音源

音源（近づいている救急車）

O’

音の進行方向

600Hz

音が広がる様子

問 3　（　エ　）・（　オ　）に入る数字を答えなさい。

問 4　このとき、観測者が聞く音の振動数（観測者が 1秒間に聞く波の数）は何Hzですか。小
数第一位を四捨五入し、整数で答えなさい。



─ 15 ─

　先生　　：�では次に、音源が止まっていて、観測者が動いているときを考えていきましょう。
　　　　　　�このとき、音の速さは秒速340m、振動数は600Hz、観測者は秒速17mで音源から

遠ざかっているとします。
　農太君　：今回は、音源は動かないので波の波長は変わりませんよね。
　先生　　：�その通りです。しかし、観測者が聞く振動数はどうでしょうか。観測者が遠ざかっ

ている場合に、1秒間に聞く波の数を考えたとき、図 ３のように違いが生じますね。
　　　　　　�観測者が止まっているときには、 1秒間に600個の波を観測し、その600個の波の

長さは340mとなりますよね。今回、観測者が秒速17mで音源から遠ざかっていて、
その17mには（　カ　）個分の波があると考えることができるので、観測者が聞く
振動数（観測者が 1秒間に聞く波の数）が変化するのです。

図 ３　観測者が聞く波の個数の違い

観測者（止まっている）音源
音の進行方向

１秒間に聞く波の数

観測者（遠ざかっている）音源
音の進行方向

１秒間に聞く波の数

問 5　（　カ　）に入る数字を整数で答えなさい。

問 6　このとき、観測者が聞く音の振動数（観測者が 1秒間に聞く波の数）は何Hzですか。
整数で答えなさい。
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　先生　　：では、最後に音源と観測者のどちらも動いているときを考えてみましょう。
　　　　　　�音の速さは秒速340m、振動数は600Hzであり、音源、観測者どちらも秒速20mの

速さで、おたがいに近づいていたとします。
　　　　　　�このとき、音源が動いているので音の波長は変わります。観測者が聞く音の波長

は、到達した音と音源との間の距離を波の数で割れば良いので、 
（　ク　）
（　キ　）

 ［m］

と表すことができます（図 ４）。そして、波の重要な関係式を用いると、振動数

は 
（　キ　）
（　ク　）

 ×（　ケ　）［Hz］となります。

　　　　　　�この音に対して観測者が近づいていくので、観測者が聞く振動数（観測者が 1秒間
に聞く波の数）は、（　コ　）［Hz］となるのですね（図 ５）。

図 ５　音源と観測者が近づいたときの様子

観測者音源

音の進行方向

⇐

図 ４　観測者が聞く音の波長の考え方

音源

音の進行方向

問 7　（　キ　）～（　ケ　）に入る数字として正しいものを次のＡ～Ｆからそれぞれ選び、記
号で答えなさい。

Ａ．320　　　Ｂ．340　　　Ｃ．360　　　Ｄ．580　　　Ｅ．600　　　Ｆ．620

問 8　（　コ　）に当てはまる数字を答えなさい。

　先生　　：�このように音源だけでなく、観測者が動くことによっても音の高さが変化するこ
とがわかりましたね。日常には様々な科学があふれています。皆さんもぜひ、日
常から不思議なことをたくさん探してみてください。
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4 　河川から海にかけては地形や、そこにすむ生物の種類に変化が見られます。
　　図 １は、外液の塩類濃度（横軸）とX、Y、Zの 3種類の生物の体液の塩類濃度（縦軸）の関係
を示したものです。また、図 ２は塩類濃度を測定した場所の地形や地質を模式的に示してい
ます。なお、地点Aの塩類濃度は 2％、海での海水の塩類濃度は3.3％でした。

４

３

２

１

４３２１

生物Ｙ

生物Ｘ

生物Ｚ

体
液
の
塩
類
濃
度
（％）

外液の塩類濃度（％）

0

体液と外液の塩類
濃度が等しい場合
体液と外液の塩類
濃度が等しい場合

死

死
死

図 １

海

ＤＣ

Ｂ

地点Ａ

作用Ｅ　

河川

図 ２
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問 1　図 １の生物Ｘ、Ｙについて説明した次の文の①～⑤について、「している」が入るもの
には〇を、「していない」が入るものには×を答えなさい。

　Ｘの生物は、外液の塩類濃度が2.３％より低い環境で体液の塩類濃度を調節（ ① ）。ま
た、外液の塩類濃度が2.３％より高い環境で体液の塩類濃度を調節（ ② ）。
　Ｙの生物は、外液の塩類濃度が2.６％より低い環境で体液の塩類濃度を調節（ ③ ）。ま
た、外液の塩類濃度が2.６％より高く3.6％より低い環境で体液の塩類濃度を調節（ ④ ）。
外液の塩類濃度が3.6％より高い環境で体液の塩類濃度を調節（ ⑤ ）。

問 2　問 １の答えから生物Ｘ、Ｙ、Ｚは、どのような環境で生息する生物だと考えられます
か。次のア～ウから最も正しいものをそれぞれ選び、記号で答えなさい。

ア．海にのみ生息する。
イ．河川と河口付近に生息する。
ウ．河川と海を行き来して生息する。

問 ３　図 ２の地点Ａはどのような環境であると考えられますか。次のア～ウから選び、記号
で答えなさい。

ア．淡水　　　イ．海水　　　ウ．汽水（淡水と海水が混ざり合っている）

問 ４　図 ２の地点Ａで生息できる生物はどれですか。次のア～オから選び、記号で答えなさい。

ア．ハマグリ　　 イ．シジミ　　 ウ．タニシ　　 エ．ホタテ　　 オ．サザエ

問 ５　問 4の生物が化石として発見されると、地層ができた当時の環境を知ることができま
す。このような化石を何と言いますか。

問 6　図 ２の地点Ａにできると考えられる地形は何ですか。次のア～オから最も適するもの
を選び、記号で答えなさい。

ア．V字谷　　　　　　イ．三角州　　　　ウ．海岸段丘
エ．リアス式海岸　　　オ．三日月湖

問 7　図 ２の作用Ｅの名まえを答えなさい。
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問 8　作用Ｅのしくみを調べるため、ペットボトルにれきと砂を入れ、以下のような手順で
実験を行いました。

　【方法】
　①　�2 Lのペットボトルにれき、砂の ２種類が半分ずつ混ざったものを下から 2 cmまで入れ、

ペットボトルの半分まで水を注ぐ。
　②　�ペットボトルを傾け、れきと砂の混ざったものを、ペットボトルの左端

はし

によせる。
　③　�下図のように、ペットボトルを勢いよく右向きに倒し、水平にしたときに、水の移動で

れきと砂の位置が変化する様子を観察する。

水
水

？
（ １）　試料の粒の大きさと水中に沈む順番には、どのような関係があると考えられます

か。
（ ２）　（ １）の関係から、図 ２のＢ、Ｃ、Ｄを正しく示したものを、次のア～カから選び、

記号で答えなさい。

Ｂ Ｃ Ｄ
ア 砂 泥 れき
イ 砂 れき 泥
ウ 泥 砂 れき
エ 泥 れき 砂
オ れき 砂 泥
カ れき 泥 砂
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かん
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かっこ
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一	
次
の
①
～
④
の
傍
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
、
⑤
～
⑧
の
傍
線
部
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら

が
な
で
答
え
な
さ
い
。
ま
た
、
送
り
仮
名
が
必
要
な
場
合
は
送
り
仮
名
を
付
し
な
さ
い
。

①　

人
々
に
重
税
を
シ
イ
ル
政
策
。

②　

頑
張
っ
て
セ
イ
セ
キ
を
の
ば
す
。

③　

体
育
の
時
間
に
ジ
キ
ュ
ウ
ソ
ウ
を
す
る
。

④　

入
学
を
イ
ワ
ウ
た
め
に
外
食
す
る
。

⑤　

大
規
模
な
工
事
が
始
ま
る
。

⑥　

悲
し
い
出
来
事
に
号
泣
す
る
。

⑦　

魚
を
さ
ば
く
た
め
に
包
丁
を
研
ぐ
。

⑧　

国
王
の
命
令
に
背
く
行
動
。

二	

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。（
設
問
の
都
合
上
、
本
文
を
一
部
省
略
し
て
あ

り
ま
す
。）

　

人
間
に
と
っ
て
「
知
」
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
専
門
知
と
集
合
知
の
問
題
を
考
え
る
た
め
に
は
、
ま
ず
そ
こ
か

ら
始
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

二
一
世
紀
は
「
知
識
社
会
」
だ
と
い
う
声
が
あ
る
。
二
〇
世
紀
ま
で
は
土
地
、
労
働
、
資
本
な
ど
が
富
を
う

む
源
泉
だ
っ
た
の
だ
が
、
今
後
は
知
識
が
鍵
を
に
ぎ
る
と
い
う
。
な
る
ほ
ど
、
た
と
え
ば
投
資
金
融
で
利
益
を

え
よ
う
と
す
れ
ば
、
各
企
業
の
製
品
開
発
力
を
た
だ
し
く
把は

握あ
く

し
、
成
長
の
可
能
性
に
つ
い
て
的
確
な
判
断
が

で
き
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
の
評
価
表
の
よ
う
な
も
の
が
、「
知
識
」と
見
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
い
う
と
、
評
価
表
の
各
項
目
を
な
す

Ａ

デ
ー
タ
の
よ
う
な
も
の
が
「
情
報
」
で
あ
り
、
こ
の

情
報
（
デ
ー
タ
）
群
を
体
系
的
に
ま
と
め
あ
げ
た
の
が
、
い
わ
ゆ
る
「
知
識
」
だ
と
常
識
的
に
定
義
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
い
う
「
知
識
社
会
」
な
い
し
「
情
報
社
会
」
の
と
ら
え
方
は
、
近
年
、
非
常
に
ひ
ろ
く
受
け
入
れ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
内
容
は
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
も
の
だ
。
評
価
の
基
準
を
き
ち
ん
と
定
め
、
第
三
者
か

ら
な
る
委
員
会
な
ど
の
機
関
を
つ
く
り
、
で
き
れ
ば
数
値
指
標
に
も
と
づ
い
て
正
し
く
評
価
し
結
果
を
公
表
す

れ
ば
、
１

世
界
は
ま
す
ま
す
透
明
に
な
っ
て
い
く
。
ネ
ッ
ト
は
情
報
共
有
の
た
め
に
不
可
欠
な
重
要
手
段
で
あ

り
、
ネ
ッ
ト
を
活
用
す
れ
ば
、
幾
ら
で
も
知
識
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
あ
と
は
市
場
で
の
競
争
に
ま
か

せ
れ
ば
、
も
の
ご
と
は
万
事
う
ま
く
進
ん
で
い
く
は
ず
で
あ
る
…
…
。

　

い
か
な
る
知
識
も
情
報
も
、
こ
う
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
秩
序
の
な
か
に
た
ち
ま
ち
組
み
こ
ま
れ
て
し
ま

う
。
換か

ん
げ
ん言

す
れ
ば
、
２

う
ま
く
組
み
こ
め
な
い
よ
う
な
知
識
や
情
報
は
、
あ
っ
て
も
無
き
も
の
と
さ
れ
て
し
ま

う
の
で
あ
る
。
こ
の
種
の
考
え
方
が
、
市
場
原
理
を
奉ほ

う

じ
る
新
自
由
主
義
的
な
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
潮
流
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
は
、
今
さ
ら
言
う
ま
で
も
な
い
。
い
ま
や
、
企
業
活
動
だ
け
で
な
く
、
行
政
も
、

教
育
も
、
医
療
も
、
福
祉
も
、
文
化
芸
術
な
ど
の
活
動
も
、
こ
と
ご
と
く
そ
う
い
う
社
会
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
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一
要
素
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。

　

だ
が
、
知
識
や
情
報
と
は
本
当
に
そ
う
い
う
も
の
だ
け
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
う
い
っ
た
知
の
と
ら
え
方
は
、

い
か
に
も
実
践
的
で

Ｂ

な
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
実
は
、
３

生
命
体
と
し
て
の
人
間
の
活
動
に

お
け
る
知
の
役
割
と
い
う
も
の
を
、

Ｃ

な
と
こ
ろ
で
と
ら
え
損
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
少
な
く

と
も
、
市
場
原
理
に
も
と
づ
く
「
知
識
社
会
」
や
「
情
報
社
会
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、
あ
ま
り
に

Ｄ

す
ぎ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

断
っ
て
お
く
が
、
こ
こ
で
市
場
原
理
を
頭
か
ら
否
定
す
る
つ
も
り
は
な
い
。
※
１

マ
ル
キ
シ
ズ
ム
に
も
と
づ

く
計
画
経
済
の
ほ
う
が
、
市
場
経
済
よ
り
す
ぐ
れ
て
い
る
な
ど
と
い
う
の
は
懐
古
趣
味
で
あ
る
。
情
報
学
的
に

考
え
る
と
、
つ
ね
に
変
動
す
る
ロ
ー
カ
ル
な
状
況
を
ふ
ま
え
ず
、
一
部
の
エ
リ
ー
ト
が
※
２

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に

も
と
づ
い
て
大お

お

風ぶ

呂ろ

敷し
き

を
ひ
ろ
げ
る
計
画
経
済
は
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
く
失
敗
す
る
。
企
業
や
個
人
な
ど
の
経
済

主
体
が
ロ
ー
カ
ル
な
最
適
化
を
お
こ
な
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
に
自
由
参
加
す
る
ほ
う
が
、
一
部
の
エ
リ
ー
ト

が

Ｘ

で
国
家
規
模
・
世
界
規
模
の
最
適
化
を
押
し
つ
け
る
よ
り
、
た
ぶ
ん
苦
し
む
人
は
少
な
く
て
済
む

こ
と
だ
ろ
う
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
で
あ
る
。
た
だ
外
部
委
員
会
を
つ
く
っ
て
分
厚
い
評
価
書
類
を
つ
み
あ
げ
れ
ば
、
そ
れ

で
世
界
が
透
明
に
見
え
て
く
る
と
い
う
の
は
、
あ
ま
り
に
安
易
で
愚ぐ

劣れ
つ

な
思
考
で
は
な
い
の
か
。
正
確
に
い
え

ば
、
評
価
書
類
の
内
容
は
一
つ
の
解
釈
で
あ
り
、
対
象
の
あ
る
側
面
に
光
を
あ
て
る
以
上
の
も
の
で
は
な
い
。

評
価
自
体
は
ひ
と
ま
ず
尊
重
す
べ
き
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
を
「
真
理
」
と
し
て
信
じ
こ
む
の
は
新
た
な
権

威
主
義
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
の
証
拠
に
、
も
し
米
国
流
の
外
部
評
価
の
シ
ス
テ
ム
が
正
し
く
機
能
し
て
い
た
な
ら
、
い
っ
た
い
な
ぜ

二
〇
〇
八
年
の
※
３

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
は
起
き
た
の
か
。
投
資
銀
行
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
倒
産
は
、

恐
ろ
し
い
地
球
規
模
の
金
融
危
機
を
ひ
き
お
こ
し
た
。
米
国
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
経
済
も
ま
だ
こ
の
シ
ョ
ッ

ク
か
ら
立
ち
直
っ
て
い
な
い
。
周
知
の
よ
う
に
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
原
因
は
前
年
の
※
４

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
・

ロ
ー
ン
つ
ま
り
米
国
の
住
宅
バ
ブ
ル
の
破は

綻た
ん

で
あ
る
。

　

常
識
的
に
考
え
れ
ば
、
大
し
て
収
入
も
な
く
信
用
度
の
低
い
労
働
者
た
ち
の
持
ち
家
願
望
に
乗
じ
て
住
宅

ロ
ー
ン
を
押
し
つ
け
、
そ
の
ロ
ー
ン
債
権
を
証
券
と
し
て
売
り
さ
ば
く
な
ど
と
い
う
の
は
、
詐
欺
ま
が
い
の
ビ

ジ
ネ
ス
で
あ
る
。
い
つ
か
破
綻
す
る
の
は
目
に
見
え
て
い
る
で
は
な
い
か
。

　

そ
う
い
っ
た
危
な
い
証
券
に
、
米
国
の
一
流
格
付
け
会
社
は
非
常
に
高
い
評
価
点
を
あ
た
え
て
い
た
。
こ
の

種
の
証
券
は
高
い
価
値
が
あ
る
と
い
う
の
が
、
貴
重
な
「
知
識
」
だ
っ
た
の
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
格
付
け
会
社
の

社
員
が
怠
け
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
彼
ら
は
み
な
秀
才
で
、
難
し
い
数
式
を
駆く

し使
し
、
大
量
の
デ
ー
タ
を
用

い
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
ブ
ン
回
し
て
「
厳
密
で
公
正
な
評
価
作
業
」
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
だ
が
実
は
、
彼
ら

の
し
て
い
た
こ
と
は
、
ウ
ォ
ー
ル
街
に
た
む
ろ
す
る
一
握
り
の
投
資
家
た
ち
の
金
銭
欲
を
一
時
的
に
満
足
さ
せ

る
た
め
の
、
４

歪ゆ
が

ん
だ
資
料
づ
く
り
以
上
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
不
況
の
影
響
は
、
こ
の
国
で
も
ひ
き
つ
づ
き
深
刻
で
あ
る
。
も
う
そ
ろ
そ
ろ
、

米
国
流
の
知
識
社
会
の
幻
想
か
ら
覚
め
て
も
よ
い
頃
な
の
だ
が
、
ど
う
も
わ
れ
わ
れ
は
未
だ
に
欧
米
信
仰
に
と

り
つ
か
れ
、
あ
ま
り
に
想
像
力
が
欠
け
て
い
る
の
だ
。

　

こ
ん
な
こ
と
を
の
べ
る
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
派
か
ら
※
５

守し
ゅ
き
ゅ
う
は

旧
派
扱
い
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
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い
。
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
米
国
流
の
オ
ー
プ
ン
な
市
場
主
義
を
全
面
否
定
す
る
の
は
間
違
い
で
あ
る
。
こ
の

国
に
は
伝
統
的
に
内
向
き
で
閉
鎖
的
な
風
土
が
あ
り
、
と
か
く
ム
ラ
を
つ
く
っ
て
仲
間
内
に
都
合
の
よ
い
談
合

を
し
た
が
る
。
な
に
も
※
６

原
子
力
ム
ラ
だ
け
の
話
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
情
報
公
開
や
外
部
評
価

の
意
義
を
叫
ぶ
こ
と
の
意
義
は
十
分
あ
る
の
だ
。

　

し
か
し
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
情
報
公
開
や
外
部
評
価
を
※
７

ご
託た
く
せ
ん宣
の
よ
う
に
信
奉
す
る
の
は
、

狭
い
ム
ラ
の
内
部
規
律
を
後
生
大
事
に
信
奉
す
る
の
と
、
ま
あ
五
十
歩
百
歩
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
手
間
も

費
用
も
か
か
る
の
は
困
る
け
れ
ど
、
ム
ラ
の
弊へ

い
が
い害

が
深
刻
な
場
合
に
は
効
果
的
な
場
合
も
あ
る
、
と
い
う
く
ら

い
に
考
え
て
お
い
た
ほ
う
が
よ
い
。

　

言
い
か
え
る
と
、
公
開
さ
れ
た
情
報
に
も
と
づ
い
て
外
部
機
関
が
評
価
作
業
を
お
こ
な
っ
て
も
、
非
合
理
的

な
悲
劇
が
も
た
ら
さ
れ
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
単
な
る
一
例
に
す
ぎ
な
い
。
完

全
な
デ
ー
タ
と
論
理
に
も
と
づ
く
評
価
な
ど
あ
り
え
な
い
以
上
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

　

い
ち
ば
ん
問
題
な
の
は
、
客
観
的
な
世
界
が
存
在
し
、
し
か
る
べ
き
評
価
作
業
を
お
こ
な
え
ば
透
明
度
が
ま

し
て
、
世
界
の
様
子
が
わ
か
っ
て
く
る
は
ず
だ
、
と
い
う
単
純
な
思
い
こ
み
で
あ
る
。
こ
の
思
い
こ
み
は
、
客

観
的
な
世
界
の
様
子
を
記
述
す
る
知
識
命
題
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
を
上
手
に
あ
つ
め
て
記
憶
し
編
集
す
れ
ば
世

界
を
よ
り
深
く
正
確
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
は
世
界
を
操
作
で
き
る
よ
う
に
な
る
、
と

い
う
常
識
的
な
考
え
方
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

だ
が
、
実
際
に
は
知
識
命
題
と
は
、
そ
れ
を
学
校
で
習
お
う
と
ネ
ッ
ト
か
ら
検
索
し
て
こ
よ
う
と
、
所し

ょ

詮せ
ん

は

誰
か
が
お
こ
な
っ
た
一
種
の
解
釈
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
と
す
れ
ば
、
所
与
の
知
識
命
題
が
ネ
ッ
ト
に

海
の
よ
う
に
あ
ふ
れ
る
こ
と
で
、
か
え
っ
て
判
断
が
混
乱
し
、
思
考
力
が
衰
え
る
恐
れ
も
あ
る
だ
ろ
う
。
も
っ

と
大
切
な
の
は
、
手
際
よ
く
所
与
の
知
識
命
題
を
あ
つ
め
て
く
る
こ
と
で
は
な
く
、
自
分
が
生
き
る
上
で
ほ
ん

と
う
に
大
切
な
知
を
、
主
体
的
に
選
択
し
て
築
き
上
げ
て
い
く
こ
と
の
は
ず
で
あ
る
。

【
中
略
】

　

肝
心
な
こ
と
は
、
こ
こ
で
い
う
知
識
命
題
と
は
、
自
分
の
行
為
や
生
活
か
ら
練
り
上
げ
た
体
験
知
で
は
な
く
、

天
下
り
に
あ
た
え
ら
れ
、
自
分
が
手
を
ふ
れ
て
変
更
す
る
こ
と
な
ど
不
可
能
な
「
所
与
の
知
」
だ
と
い
う
点
で

あ
る
。
両
者
の
あ
い
だ
に
は
５

本
質
的
ち
が
い
が
あ
る
。
こ
の
相
違
を
理
解
す
る
に
は
、
母
語
と
外
国
語
の
学

習
の
相
違
を
考
え
れ
ば
わ
か
り
や
す
い
。

　

母
語
を
学
ぶ
幼
児
は
、
周
囲
に
あ
る
事
物
を
名
指
し
し
な
が
ら
、
何
と
か
家
族
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
ろ
う
と
努
め
る
。
そ
し
て
生
活
の
な
か
で
試
行
錯
誤
を
く
り
か
え
し
な
が
ら
、
次
第
に
事
物
の
概
念
と
音
声

記
号
の
関
係
を
身
に
つ
け
て
い
く
。
一
方
、
外
国
語
の
初
心
者
は
そ
う
で
は
な
い
。
初
心
者
の
努
力
は
も
っ
ぱ

ら
、
母
語
と
外
国
語
と
の
対
応
関
係
を
暗
記
す
る
こ
と
に
そ
そ
が
れ
る
。
つ
ま
り
、
外
国
語
の
初
心
者
は
、
表

向
き
外
国
語
を
つ
か
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
実
は
そ
れ
を
頭
の
な
か
で
翻ほ

ん

訳や
く

し
、
母
語
の
概
念
を
も
と

に
思
考
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
外
国
語
学
習
の
場
合
、
母
語
と
ち
が
っ
て
、
家
族
や
仲
間
内
で
し
か
通

用
し
な
い
※
８

ジ
ャ
ー
ゴ
ン
を
創
り
だ
し
た
り
は
で
き
な
い
。「
そ
れ
は
日
本
人
の
よ
く
や
る
誤
り
で
す
」
と
ネ

イ
テ
ィ
ブ
に
言
わ
れ
れ
ば
そ
れ
ま
で
だ
。
外
国
語
の
知
識
は
あ
く
ま
で
「
所
与
の
知
」
な
の
で
あ
る
（
も
ち
ろ

ん
、
外
国
語
に
熟
達
し
て
く
れ
ば
話
は
ち
が
っ
て
く
る
の
だ
が
）。

　
「
所
与
の
知
」は
、
外
国
語
の
知
識
だ
け
に
か
ぎ
ら
な
い
。
当
然
な
が
ら
、
い
わ
ゆ
る
専
門
知
の
大
半
は
、
こ
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の
な
か
に
含
ま
れ
る
。
た
と
え
ば
、
自
分
で
は
不
法
行
為
だ
と
感
じ
た
と
し
て
も
、
法
律
家
で
は
な
い
普
通
の

人
は
、
法
律
の
条
文
の
専
門
的
解
釈
が
お
か
し
い
と
は
思
わ
な
い
。
異
議
を
と
な
え
ら
れ
る
の
は
、
裁
判
官
や

法
学
者
だ
け
な
の
だ
。
実
は
ネ
ッ
ト
の
な
か
に
あ
ふ
れ
る
知
識
命
題
の
う
ち
か
な
り
の
部
分
は
、
こ
う
い
っ
た

専
門
知
な
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
時
代
は
変
わ
り
、
す
で
に
裁
判
員
制
度
も
導
入
さ
れ
て
い
る
。
受
け
身
の
発
想
に
と
ら
え
ら
れ
て
い

る
か
ぎ
り
、
集
合
知
の
可
能
性
は
限
ら
れ
て
し
ま
う
。
も
し
専
門
知
に
か
わ
る
集
合
知
と
い
う
新
た
な
知
の
枠

組
み
を
本
気
で
も
と
め
る
な
ら
、
単
に
ネ
ッ
ト
か
ら
所
与
の
知
識
命
題
を
あ
つ
め
て
く
れ
ば
よ
い
と
い
う
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
誰
し
も
が
、
６

知
の
構
築
と
い
う
困
難
な
作
業
と
向
き
合
わ
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
る
の
で

あ
る
。

�

（
西
垣
通
『
集
合
知
と
は
何
か　

ネ
ッ
ト
の
時
代
の
「
知
」
の
ゆ
く
え
』
に
よ
る
）

※
１　

マ
ル
キ
シ
ズ
ム
…
…
社
会
主
義
思
想
の
一
つ
。

※
２　

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
…
…
政
治
的
・
社
会
的
な
も
の
の
考
え
方
。

※
３　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
…
…�

二
〇
〇
八
年
に
米
国
の
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
と
い
う
投
資
銀
行
が
倒
産

し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
世
界
の
金
融
、
経
済
市
場
が
大
き
く
混
乱
し
た
出
来
事
。

※
４　

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
・
ロ
ー
ン
…
…
信
用
度
の
低
い
、
所
得
の
少
な
い
人
に
貸
し
出
す
住
宅
ロ
ー
ン
。

※
５　

守
旧
派
…
…
昔
か
ら
の
習
慣
や
制
度
を
守
る
人
々
。

※
６　

原
子
力
ム
ラ
…
…
原
子
力
発
電
を
め
ぐ
る
利
権
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
社
会
的
集
団
。

※
７　

ご
託
宣
…
…
神
仏
の
お
告
げ
。

※
８　

ジ
ャ
ー
ゴ
ン
…
…
部
外
者
に
は
理
解
で
き
な
い
隠
語
、
専
門
語
。

問
一　

空
欄

Ａ

～

Ｄ

に
入
る
語
と
し
て
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
、
同
じ
記
号
を
用
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

ア　

効
率
的　
　

イ　

断
片
的　
　

ウ　

一
面
的　
　

エ　

根
本
的

問
二　

傍
線
部
１
「
世
界
は
ま
す
ま
す
透
明
に
な
っ
て
い
く
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
説
明
し
た
も
の

と
し
て
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

情
報
を
公
開
し
、
評
価
基
準
を
き
ち
ん
と
定
め
れ
ば
、
隠
し
事
が
な
く
な
り
、
悪
い
こ
と
を
す

る
よ
う
な
人
が
い
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
。

イ　

数
値
に
基
づ
い
た
一
定
の
評
価
基
準
を
定
め
、
情
報
を
公
開
す
れ
ば
、
一
見
誰
か
ら
見
て
も
平

等
で
公
平
な
世
界
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

ウ　

一
定
の
評
価
基
準
を
作
る
た
め
に
、
分
厚
い
資
料
を
用
意
し
、
様
々
な
情
報
を
入
手
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

エ　

世
界
を
一
定
の
評
価
基
準
で
ま
と
め
、
ネ
ッ
ト
か
ら
様
々
な
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
で
、
誰
で

も
簡
単
に
富
裕
層
に
な
れ
る
と
い
う
こ
と
。

オ　

第
三
者
に
よ
る
評
価
を
重
要
視
し
、
そ
の
評
価
を
上
げ
る
こ
と
を
目
的
に
行
動
す
れ
ば
、
誰
に

と
っ
て
も
素
晴
ら
し
い
世
界
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
。
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問
三　

傍
線
部
２
「
う
ま
く
組
み
こ
め
な
い
よ
う
な
知
識
や
情
報
」
の
例
と
し
て
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を

次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

近
所
の
ラ
ー
メ
ン
屋
に
は
一
日
に
五
百
人
以
上
の
客
が
来
る
。

イ　

こ
の
建
物
は
と
て
も
暗
く
、
雰
囲
気
が
悪
い
。

ウ　

天
気
予
報
で
今
日
は
三
十
五
度
の
猛
暑
日
と
言
っ
て
い
た
。

エ　

日
本
で
は
毎
年
四
千
二
百
万
ト
ン
の
ご
み
が
出
て
い
る
。

オ　

医
療
に
関
す
る
企
業
の
株
価
が
大
き
く
上
が
っ
た
。

問
四　

傍
線
部
３
「
生
命
体
と
し
て
の
人
間
の
活
動
に
お
け
る
知
」
の
例
と
し
て
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を

次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

各
企
業
の
製
品
開
発
力
を
数
値
化
し
た
も
の

イ　

決
ま
っ
た
答
え
の
な
い
問
題
に
取
り
組
む
能
力

ウ　

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
・
ロ
ー
ン
に
対
す
る
高
い
評
価

エ　

ロ
ー
ン
契
約
の
際
に
必
要
な
人
々
の
信
用
度

オ　

第
三
者
に
よ
る
外
部
評
価
シ
ス
テ
ム

問
五　

空
欄

Ｘ

に
入
る
四
字
熟
語
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記

号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

一
期
一
会　
　

イ　

上
意
下
達　
　

ウ　

相
互
補
完　
　

エ　

切
磋
琢
磨　
　

オ　

暗
中
模
索

問
六　

傍
線
部
４
「
歪
ん
だ
資
料
づ
く
り
以
上
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
」
と
あ
り
ま
す
が
、
な
ぜ
そ
う
言
え
る

の
で
す
か
。
そ
の
理
由
を
説
明
し
た
も
の
と
し
て
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら

選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

大
量
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
公
平
な
情
報
処
理
を
し
て
い
た
つ
も
り
が
、
い
つ
の
間
に
か
収
入
の

低
い
人
に
合
わ
せ
た
基
準
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
。

イ　

秀
才
と
呼
ば
れ
る
人
々
が
、
信
用
度
の
低
い
人
々
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
、

あ
え
て
高
い
評
価
を
与
え
て
い
た
か
ら
。

ウ　

一
部
の
投
資
家
を
満
足
さ
せ
る
た
め
に
、
自
分
た
ち
に
都
合
の
よ
い
評
価
基
準
を
作
り
、
み
な

が
そ
れ
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
。

エ　

格
付
け
会
社
が
、
デ
ー
タ
を
基
に
公
正
な
評
価
基
準
を
作
っ
て
い
た
は
ず
が
、
一
部
の
投
資
家

が
利
益
を
得
る
た
め
の
評
価
基
準
に
な
っ
て
い
た
か
ら
。

オ　

公
正
な
評
価
の
た
め
に
分
厚
い
評
価
書
類
を
積
み
上
げ
、
大
量
の
デ
ー
タ
を
使
う
必
要
が
あ
る

と
感
じ
て
い
た
か
ら
。
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問
七　

傍
線
部
５
「
本
質
的
ち
が
い
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
「
ち
が
い
」
の
こ
と
で
す
か
。
最
も
ふ

さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　
「
体
験
知
」
と
は
、
自
ら
の
生
活
を
も
と
に
見
つ
け
出
し
た
自
然
法
則
の
こ
と
を
指
す
が
、「
所

与
の
知
」
と
は
、
自
ら
の
生
活
と
は
全
く
関
係
の
な
い
知
識
と
い
う
違
い
。

イ　
「
体
験
知
」
と
は
、
自
ら
が
体
験
し
た
変
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
実
で
あ
り
、「
所
与
の
知
」

と
は
、
状
況
に
よ
り
使
い
方
が
変
わ
る
人
間
の
本
能
で
あ
る
と
い
う
違
い
。

ウ　
「
体
験
知
」
と
は
、
人
間
が
様
々
な
経
験
の
中
か
ら
獲
得
し
た
力
で
あ
り
、「
所
与
の
知
」
と
は
、

も
と
も
と
世
界
に
存
在
す
る
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
知
識
で
あ
る
と
い
う
違
い
。

エ　
「
体
験
知
」と
は
、
人
間
の
歴
史
の
中
で
生
ま
れ
た
一
般
常
識
の
よ
う
な
も
の
で
、「
所
与
の
知
」

と
は
、
客
観
的
な
事
実
に
基
づ
き
場
面
に
よ
っ
て
使
い
方
が
変
わ
る
知
識
で
あ
る
と
い
う
違
い
。

オ　
「
体
験
知
」
と
は
、
人
間
が
生
き
る
う
え
で
必
要
な
手
放
す
こ
と
の
で
き
な
い
知
識
で
あ
る
が
、

「
所
与
の
知
」
と
は
、
誰
と
で
も
交
換
可
能
な
知
識
で
あ
る
と
い
う
違
い
。

問
八　

傍
線
部
６
「
知
の
構
築
と
い
う
困
難
な
作
業
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
最
も
ふ
さ

わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

ニ
ュ
ー
ト
ン
の
万
有
引
力
や
、ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
相
対
性
理
論
の
よ
う
な
誰
か
が
唱
え
た
知

識
を
使
う
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
全
く
新
し
い
知
識
を
発
見
す
る
と
い
う
こ
と
。

イ　

最
新
の
科
学
研
究
に
基
づ
く
知
識
を
得
る
の
で
は
な
く
、
日
本
人
が
初
め
て
外
国
語
を
学
ぶ
時

の
よ
う
に
、
す
で
に
持
っ
て
い
る
知
識
と
新
し
い
知
識
を
比
較
す
る
と
い
う
こ
と
。

ウ　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
溢あ

ふ

れ
る
誰
か
が
解
釈
し
た
知
識
を
機
械
的
に
身
に
つ
け
る
の
で
は
な
く
、

自
分
が
生
き
る
た
め
に
必
要
な
知
恵
を
主
体
的
に
身
に
つ
け
る
と
い
う
こ
と
。

エ　

外
国
語
を
初
め
て
学
ぶ
日
本
人
の
よ
う
に
、
母
語
と
の
対
応
関
係
を
学
ぶ
の
で
は
な
く
、
法
律

の
条
文
を
丸
暗
記
す
る
よ
う
に
、
知
識
そ
の
も
の
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
。

オ　

難
し
い
数
式
や
、
大
量
の
デ
ー
タ
を
駆
使
し
て
問
題
を
解
決
す
る
の
で
は
な
く
、
数
式
や
、
大

量
の
デ
ー
タ
そ
の
も
の
を
自
ら
作
り
出
し
、
世
界
に
広
め
る
と
い
う
こ
と
。
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問
九　

筆
者
の
主
張
に
合
致
す
る
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
二
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

現
在
「
知
識
」
と
は
、「
情
報
」
の
集
合
体
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
知
識
は
市
場
原

理
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

イ　

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
発
展
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
い
く
ら
で
も
知
識
を
得
る
こ
と
が

で
き
、
そ
の
知
識
を
使
え
ば
誰
で
も
エ
リ
ー
ト
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

ウ　

日
本
人
の
持
っ
て
い
る
閉
鎖
的
な
傾
向
を
な
く
し
、
情
報
公
開
や
外
部
評
価
作
業
を
行
え
ば
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
日
本
が
ま
す
ま
す
豊
か
に
な
る
。

エ　

世
界
の
エ
リ
ー
ト
が
一
定
の
評
価
基
準
で
評
価
作
業
を
す
れ
ば
、
誰
で
も
世
界
を
見
通
す
こ
と

が
で
き
、
多
く
の
人
に
と
っ
て
平
等
な
社
会
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。

オ　

集
合
知
と
い
う
新
た
な
知
の
可
能
性
を
広
げ
る
た
め
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
あ
ふ
れ
る
専

門
知
を
集
め
る
だ
け
で
は
い
け
な
い
。

三	

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。（
設
問
の
都
合
上
、
本
文
の
一
部
を
省
略
し
て

あ
り
ま
す
。）

　

科
学
者
は
観
測
や
実
験
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
客
観
的
な
事
実
を
も
と
に
仮
説
を
立
て
、
自
然
界
の
現
象
を
忠

実
に
再
現
で
き
る
よ
う
な
理
論
モ
デ
ル
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
に
美
し
い
仮
説
も
、
自
然
と
合
致
し
て

い
な
け
れ
ば
幻
想
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

Ａ

と
き
に
は
、
科
学
者
の
思
想
の
よ
う
な
も
の
が
先
に
あ
っ
て
、
そ
れ
を
再
現
す
る
た
め
、
い
わ
ば

１

主
観
的
に
立
て
ら
れ
た
仮
説
も
あ
り
ま
す
。
ス
タ
イ
ン
ハ
ー
ト
と
ト
ゥ
ロ
ッ
ク
が
※
１

サ
イ
ク
リ
ッ
ク
宇
宙
を

着
想
し
た
き
っ
か
け
は
、
な
ぜ
時
間
に
は
「
始
ま
り
」
が
あ
る
の
か
と
い
う
疑
問
で
し
た
。
時
間
が
始
ま
る
前

は
「
無
」
だ
っ
た
と
す
る
と
、
宇
宙
が
な
ぜ
で
き
た
の
か
を
説
明
す
る
に
は
、
万
能
の
創
造
主
で
あ
る
「
神
」

の
よ
う
な
存
在
を
認
め
ざ
る
を
え
な
く
な
る
こ
と
が
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

ビ
ッ
グ
バ
ン
、
あ
る
い
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
考
え
方
が
登
場
し
て
以
来
、
物
理
学
者
た
ち
は
否い

や

応お
う

な
く
、
時
間
や
宇
宙
の
始
ま
り
と
い
う
問
題
と
向
き
合
わ
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
な
か
で
も
私
が

敬
愛
し
て
や
ま
な
い
二
人
の
ス
タ
ー
は
、
と
り
わ
け
２

先
鋭
的
に
こ
の
問
題
に
立
ち
向
か
っ
た
の
で
す
。

　

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
実
験
を
し
な
か
っ
た
こ
と
で
も
有
名
で
す
。
彼
の
実
験
場
は
、
つ
ね
に
彼
の
頭
の
中

に
あ
り
ま
し
た
。

Ｂ

思
考
実
験
で
す
。
彼
の
革
命
的
な
発
見
の
多
く
は
、
ひ
ら
め
き
と
と
も
に
、
自
然

や
宇
宙
は
こ
う
あ
る
は
ず
だ
と
い
う
思
想
を
も
理
論
化
し
て
生
ま
れ
た
の
で
す
。

　

な
か
で
も
、
特
殊
相
対
性
理
論
に
続
い
て
つ
く
り
あ
げ
た
３

一
般
相
対
性
理
論
は
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
自

身
が
「
わ
が
人
生
で
最
良
の
ア
イ
デ
ア
」
と
自
画
自
賛
す
る
会
心
作
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
空
間
や
時
間
の
概

念
を
、
根
こ
そ
ぎ
変
え
て
し
ま
っ
た
の
で
す
か
ら
そ
れ
も
当
然
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
彼
は
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
深
く
悩
み
は
じ
め
ま
す
。
こ
の
※
２

方
程
式
を
宇
宙
に
応
用
し
て
、

宇
宙
と
い
う
「
器
」
の
中
に
物
質
が
あ
る
と
考
え
る
と
、
宇
宙
自
体
が
物
質
の
引
力
に
引
っ
張
ら
れ
て
、
将
来

的
に
収
縮
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。
彼
は
当
時
の
常
識
と
し
て
、
宇
宙
は
収
縮
も
膨ぼ

う

張ち
ょ
う

も
せ
ず
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静
止
し
て
い
る
と
確
信
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
革
命
的
な
思
考
の
持
ち
主
に
し
て
は
不
思
議
な
気
も
し
ま

す
が
、
宇
宙
が
絶
対
的
に
静せ

い

粛し
ゅ
く

な
る
空
間
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
疑
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

彼
は
つ
い
に
、
自
然
現
象
と
は
関
係
な
く
勝
手
に
、
つ
ま
り
人
為
的
に
、
方
程
式
に
定
数
を
導
入
す
る
こ
と

を
決
意
し
ま
す
。
た
だ
し
勝
手
に
と
い
っ
て
も
、
定
数
と
い
う
も
の
は
あ
る
程
度
は
自
由
に
入
れ
る
こ
と
が
許

さ
れ
る
の
で
、
け
っ
し
て
反
則
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
て
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
方
程
式
が
示

す
宇
宙
は
、
彼
の
望
む
と
お
り
に
静
止
し
ま
し
た
。
こ
の
定
数
を
「
宇
宙
項
」
と
い
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
ル
メ
ー
ト
ル
と
い
う
物
理
学
者
が
、
宇
宙
項
の
存
在
を
知
ら
ず
に
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
方
程
式

を
解
い
た
と
こ
ろ
、
宇
宙
は
膨
張
す
る
と
い
う
解
に
な
り
ま
し
た
。
す
る
と
、
時
間
を
逆
戻
り
さ
せ
れ
ば
宇
宙

は
小
さ
な
点
に
な
る
！　

そ
う
考
え
た
ル
メ
ー
ト
ル
は
、
宇
宙
は
高
温
で
高
密
度
の
微び

小し
ょ
う

な
粒
子
が
爆
発
し
、

膨
張
し
て
で
き
た
と
す
る
、
の
ち
に
「
ビ
ッ
グ
バ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
膨
張
宇
宙
論
を
提
唱
す
る
の
で
す
。

　

そ
れ
を
知
っ
た
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
４

露
骨
に
嫌
悪
感
を
示
し
ま
し
た
。
そ
の
理
由
に
は
、
ル
メ
ー
ト

ル
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
神
父
で
あ
り
、
小
さ
な
粒
子
の
爆
発
が
『
創
世
記
』
の
「
光
あ
れ
」
を
連
想
さ
せ
た

こ
と
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
５

キ
リ
ス
ト
教
に
強
く
反
発
し
て
い
た
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
宇
宙
に

「
始
ま
り
」
が
あ
る
と
い
う
考
え
を
断
固
と
し
て
否
定
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
大
事
件
が
起
こ
り
ま
す
。
一
般
相
対
性
理
論
の
発
表
か
ら
14
年
後
の
１
９
２
９
年
、
イ
ギ
リ
ス

の
天
文
学
者
ハ
ッ
ブ
ル
は
宇
宙
が
膨
張
し
て
い
る
こ
と
を
観
測
し
ま
す
。
そ
れ
を
受
け
て
ガ
モ
フ
が
ル
メ
ー
ト

ル
の
膨
張
宇
宙
論
を
発
展
さ
せ
、
６

眉ま
ゆ

唾つ
ば

も
の
と
さ
れ
て
い
た
ビ
ッ
グ
バ
ン
は
本
当
に
あ
っ
た
現
象
と
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

本
書
の
テ
ー
マ
「
時
間
の
逆
戻
り
」
が
人
生
に
お
い
て
も
可
能
だ
っ
た
ら
…
…
と
思
う
こ
と
は
私
自
身
、
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
は
天
才
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
も
同
じ
で
し
た
。
あ
ん
な
辻つ

じ

褄つ
ま

合
わ
せ
を
せ
ず
、
方

程
式
が
示
す
動
的
な
宇
宙
を
ち
ゃ
ん
と
受
け
入
れ
て
そ
の
理
由
を
考
え
て
い
れ
ば
、
ビ
ッ
グ
バ
ン
理
論
も
自
分

が
発
見
で
き
た
の
に

─
彼
は
宇
宙
項
を
入
れ
た
こ
と
を
「
７

わ
が
生
涯
最
大
の
過
ち
」
と
悔
や
み
つ
づ
け
ま

し
た
。

　

と
は
い
え
ビ
ッ
グ
バ
ン
ま
で
発
見
し
て
い
た
ら
、
も
は
や
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
「
神
」
レ
ベ
ル
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
が
、
彼
の
残
念
な
気
持
ち
は
痛
い
ほ
ど
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
こ
か
ら
が
面
白
い
と
こ
ろ
で
す
。
８

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
宇
宙
項
は
、
じ
つ
は
失
策
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
も
の
の
大
発
見
だ
っ
た
の
で
す
。

　

彼
が
世
を
去
っ
て
か
ら
40
年
余
り
が
た
っ
て
、
宇
宙
は
加
速
膨
張
し
て
い
る
こ
と
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
ふ

つ
う
は
宇
宙
に
あ
る
物
質
の
重
力
に
引
っ
張
ら
れ
て
膨
張
速
度
は
減
速
す
る
は
ず
な
の
に
、
逆
に
加
速
し
て
い

た
の
で
す
。
こ
の
異
様
な
事
態
は
、
ダ
ー
ク
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
し
わ
ざ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
引
き
起
こ
し
た
も
の
と
同
様
の
、
宇
宙
最
大
の
〝
暗
黒
キ
ャ
ラ
〟
で
す
。
そ
の
後
の
く
わ
し
い

観
測
に
よ
っ
て
、
宇
宙
は
「
始
ま
り
」
に
お
い
て
急
激
に
加
速
膨
張
（
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
し
た
あ
と
、
減

速
膨
張
に
転
じ
ま
し
た
が
、
約
40
億
年
前
か
ら
再
び
加
速
膨
張
を
開
始
し
た
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
加

速
膨
張
こ
そ
は
「
第
二
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
、
発
見
し
た
パ
ー
ル
ム
ッ
タ
ー

ら
に
は
２
０
１
１
年
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
じ
つ
は
こ
の
ダ
ー
ク
エ
ネ
ル
ギ
ー
こ
そ
は
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
方
程
式
に
挿
入
し
た
宇
宙
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項
そ
の
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。
宇
宙
を
静
止
さ
せ
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
宇
宙
項
は
、
ビ
ッ
グ
バ
ン
理
論
に

よ
っ
て
宇
宙
像
が
一
変
し
た
こ
と
で
、
宇
宙
を
加
速
膨
張
さ
せ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
約
１
０
０
年
越
し
に
再

認
識
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
宇
宙
に「
始
ま
り
」が
あ
る
こ
と
を
忌き

ひ避
し
た
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
結

果
と
し
て
、
み
ず
か
ら
の
手
で
「
宇
宙
の
始
ま
り
」
の
原
動
力
を
発
見
し
て
い
た
の
で
す
。
さ
す
が
と
い
う
べ

き
か
、
皮
肉
と
い
う
べ
き
な
の
か
。
死
後
の
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
し
て
み
れ
ば
、
結
果
的
に
大
発
見
を
し
て

い
た
こ
と
は
う
れ
し
く
て
も
、
あ
な
た
の
つ
く
る
宇
宙
は
や
っ
ぱ
り
膨
張
す
る
じ
ゃ
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る

よ
う
で
、「
宇
宙
項
っ
て
や
つ
は
俺
を
ど
れ
だ
け
振
り
回
す
ん
だ
」
と
複
雑
な
気
持
ち
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

Ｃ

　

自
然
界
の
四
つ
の
力
の
う
ち
、
重
力
を
除
く
三
つ
に
は
引
力
と
※
４

斥せ
き

力り
ょ
く

が
あ
っ
て
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い

ま
す
。
重
力
だ
け
が
引
力
し
か
な
く
、
こ
の
こ
と
が
重
力
を
特
別
な
力
と
み
な
す
理
由
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ダ
ー
ク
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
現
在
、
重
力
に
お
け
る
斥
力
、
つ
ま
り
反
重
力
か
も
し
れ
な
い
唯
一
の
例
で
す
。

で
は
、
そ
の
正
体
は
何
な
の
か
？　

こ
れ
は
宇
宙
最
大
級
の
謎
と
い
え
ま
す
。

　

な
に
し
ろ
ダ
ー
ク
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
宇
宙
全
体
の
物
質
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含
む
）
に
占
め
る
割
合
は
69
％
に
も

な
る
の
で
、影
響
力
は
絶
大
で
す
。こ
れ
が
宇
宙
を
加
速
的
に
広
げ
る
た
め
、宇
宙
の
将
来
は
空
っ
ぽ
な
虚
無
で

あ
る
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
ス
ペ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
も
の
な
ら
、
さ
し
ず
め
悪
の
破
壊
神
で
し
ょ
う
。

「
宇
宙
を
空
っ
ぽ
に
な
ん
て
さ
せ
る
も
の
か
！　

俺
た
ち
が
こ
の
宇
宙
を
守
っ
て
み
せ
る
！
」

　

世
界
中
の
ヒ
ー
ロ
ー
が
そ
う
言
っ
て
力
を
合
わ
せ
て
戦
っ
て
も
、
地
球
人
な
ど
は
、
宇
宙
の
５
％
に
も
満
た

な
い
※
３

バ
リ
オ
ン
し
か
使
え
な
い
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
種
族
で
す
。
す
で
に
破
壊
神
は
宇
宙
を
掌し
ょ
う

握あ
く

し
て
し

ま
っ
て
い
る
の
で
、
残
念
な
が
ら
現
状
で
は
勝
負
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
地
球
人
の
物
理
学
は
間
違

い
な
く
、
こ
の
破
壊
神

─
ダ
ー
ク
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
解
明
が
、
最
重
要
テ
ー
マ
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

古
代
イ
ン
ド
の
宇
宙
観
で
は
、
人
間
は
宇
宙
の
中
心
で
あ
る
須し

ゅ

弥み

山せ
ん

の
上
に
住
ん
で
い
て
、
山
が
あ
る
大
地

の
下
に
は
３
頭
の
象
が
い
て
、
象
の
下
に
は
亀
が
い
る
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。
い
ま
の
宇
宙
の
全
物
質
に
占

め
る
割
合
に
あ
て
は
め
れ
ば
、
※
５

ダ
ー
ク
マ
タ
ー
を
亀
と
す
る
と
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
３
倍
程
度
の
ダ
ー
ク
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
３
頭
の
象
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
地
球
人
は
ま
だ
、
正
体
不
明
な
も
の
の
名
前
を
亀
や
象
か

ら
ダ
ー
ク
マ
タ
ー
や
ダ
ー
ク
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
言
い
換
え
た
だ
け
で
す
。
観
測
に
よ
っ
て
、
９

そ
れ
ら
が
「
あ
る
」

こ
と
は
わ
か
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
が
「
な
に
」
か
は
、
皆
目
わ
か
ら
な
い
の
で
す
。
後
世
の
人
た
ち
か
ら
み
れ

ば
私
た
ち
も
、
象
や
亀
が
い
る
宇
宙
を
考
え
た
古
代
の
人
と
、
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
が
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

�

（
高
水
裕
一
『
時
間
は
逆
戻
り
す
る
の
か
』
に
よ
る
）

※
１　

サ
イ
ク
リ
ッ
ク
宇
宙
…
…�

宇
宙
に
は
そ
も
そ
も
時
間
的
な
起
点
な
ど
な
く
、
収
縮
→
衝
突
（
ビ
ッ
グ
バ

ン
）
→
膨
張
→
収
縮
→
…
…
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
何
度
も
繰
り
返
し
て
い
る

と
い
う
奇
抜
な
モ
デ
ル
。

※
２　

方
程
式
…
…
あ
る
結
論
を
導
き
出
す
た
め
の
決
ま
っ
た
方
法
。

※
３　

バ
リ
オ
ン
…
…
通
常
の
物
質
を
構
成
す
る
粒
子
。

※
４　

斥
力
…
…
二
つ
の
物
体
が
互
い
に
は
ね
返
そ
う
と
す
る
力
。

※
５　

ダ
ー
ク
マ
タ
ー
…
…
ダ
ー
ク
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
同
様
に
現
時
点
で
は
正
体
が
解
明
さ
れ
て
い
な
い
物
質
。
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問
一　

空
欄

Ａ

、

Ｂ

に
入
る
語
と
し
て
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
〜
オ
の
中
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
、
同
じ
記
号
を
用
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

ア　

た
と
え
ば　
　

イ　

な
ぜ
な
ら　
　

ウ　

つ
ま
り　
　

エ　

も
し　
　

オ　

し
か
し

問
二　

傍
線
部
１
「
主
観
的
に
立
て
ら
れ
た
仮
説
」
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次

の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

科
学
者
が
実
験
か
ら
得
た
客
観
的
な
デ
ー
タ
を
無
視
し
て
主
張
す
る
、
根
拠
の
不
明
な
仮
説
。

イ　

科
学
的
な
分
析
を
行
う
こ
と
な
く
、
科
学
者
が
自
分
の
信
念
を
も
と
に
打
ち
出
し
た
仮
説
。

ウ　

科
学
者
が
他
の
科
学
者
の
主
張
を
参
考
に
せ
ず
、
一
人
で
考
え
導
き
出
し
た
独
創
的
な
仮
説
。

エ　

常
識
に
縛
ら
れ
ず
、
あ
る
が
ま
ま
の
自
然
現
象
を
再
現
す
る
た
め
に
科
学
者
が
考
案
し
た
仮
説
。

オ　

科
学
者
が
直
面
し
た
問
題
に
つ
い
て
、
生
涯
を
か
け
て
答
え
を
導
き
出
し
理
論
化
し
た
仮
説
。

問
三　

傍
線
部
２
「
先
鋭
的
」、
４
「
露
骨
に
」、
６
「
眉
唾
も
の
」
の
本
文
中
で
の
意
味
と
し
て
、
最
も
ふ
さ

わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

２
「
先
鋭
的
」

　

ア　

進
ん
で
現
状
を
変
え
よ
う
と
す
る
さ
ま

　

イ　

互
い
に
切
磋
琢
磨
し
競
い
合
う
さ
ま

　

ウ　

先
人
た
ち
の
思
想
を
継
承
す
る
さ
ま

　

エ　

多
角
的
に
物
事
を
見
極
め
よ
う
と
す
る
さ
ま

　

オ　

熱
心
に
物
事
に
取
り
組
む
さ
ま

４
「
露
骨
に
」

　

ア　

強
烈
に

　

イ　

即
座
に

　

ウ　

隠
さ
ず
に

　

エ　

遠
慮
が
ち
に

　

オ　

無
礼
に

６
「
眉
唾
も
の
」

　

ア　

人
を
だ
ま
す
こ
と
を
目
的
に
偽
造
さ
れ
た
も
の

　

イ　

真
偽
が
不
明
で
嘘
か
本
当
か
判
断
で
き
な
い
も
の

　

ウ　

現
実
味
が
な
く
人
々
か
ら
非
難
さ
れ
る
も
の

　

エ　

理
論
上
実
現
不
可
能
と
さ
れ
て
い
る
も
の

　

オ　

非
論
理
的
で
矛
盾
を
抱
え
て
い
る
も
の
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問
四　

傍
線
部
３
「
一
般
相
対
性
理
論
」
と
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
理
論
で
す
か
。
ふ
さ
わ
し

い
も
の
を
次
の
ア
〜
オ
の
中
か
ら
二
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

現
実
世
界
で
の
実
験
で
は
な
く
、
頭
の
中
で
の
思
考
実
験
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
理
論
。

イ　

宇
宙
が
収
縮
も
膨
張
も
せ
ず
、
絶
対
的
に
静
粛
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
理
論
。

ウ　

宇
宙
の
謎
を
解
き
明
か
し
、
万
物
の
創
造
主
で
あ
る
「
神
」
の
存
在
を
発
見
し
た
理
論
。

エ　

当
時
の
時
間
や
空
間
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
常
識
を
変
え
る
こ
と
に
な
っ
た
理
論
。

オ　

宇
宙
に
は
起
源
が
あ
る
と
い
う
主
張
が
後
に
否
定
さ
れ
る
決
定
打
と
な
っ
た
理
論
。

問
五　

傍
線
部
５
「
キ
リ
ス
ト
教
に
強
く
反
発
し
て
い
た
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
宇
宙
に
「
始
ま
り
」
が
あ

る
と
い
う
考
え
を
断
固
と
し
て
否
定
し
ま
し
た
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
最
も
ふ

さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
半
信
半
疑
で
「
神
」
の
存
在
に
つ
い
て
調
べ
た
が
、
結
局
キ
リ
ス
ト
教

の
思
想
は
理
解
で
き
ず
、
自
分
と
異
な
る
立
場
の
意
見
を
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
。

イ　

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
キ
リ
ス
ト
教
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
新
た

な
価
値
観
を
示
そ
う
と
し
て
一
般
相
対
性
理
論
を
提
唱
し
た
と
い
う
こ
と
。

ウ　

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
ル
メ
ー
ト
ル
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
っ
た
た
め
、
彼
の
提
唱
す
る
、

宇
宙
は
膨
張
し
な
い
と
い
う
主
張
を
批
判
し
た
と
い
う
こ
と
。

エ　

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
自
画
自
賛
す
る
ほ
ど
自
信
の
あ
っ
た
一
般
相
対
性
理
論
を
否
定
す
る

こ
と
に
な
る
キ
リ
ス
ト
教
の
思
想
を
、
ど
う
し
て
も
受
容
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
。

オ　

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
ほ
ど
の
天
才
で
あ
っ
て
も
、
キ
リ
ス
ト
教
を
認
め
た
く
な
い
と
い
う
思
い

か
ら
自
説
に
こ
だ
わ
り
、
客
観
的
な
事
実
と
向
き
合
え
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
。

問
六　

傍
線
部
７
「
わ
が
生
涯
最
大
の
過
ち
」
の
内
容
を
三
十
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。
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問
七　

傍
線
部
８
「
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
宇
宙
項
は
、
じ
つ
は
失
策
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
い
え
る

の
は
な
ぜ
で
す
か
。
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

ガ
モ
フ
が
ル
メ
ー
ト
ル
の
膨
張
宇
宙
論
を
発
展
さ
せ
、
ビ
ッ
グ
バ
ン
が
本
当
に
あ
っ
た
現
象
だ

と
示
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
一
般
相
対
性
理
論
も
見
直
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
か
ら
。

イ　

宇
宙
が
加
速
膨
張
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
結
果
、
そ
れ
ま
で
は
宇
宙
の
膨
張
を
減
速
さ
せ

る
力
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
宇
宙
項
が
、
実
際
に
は
真
逆
の
力
を

持
つ
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
か
ら
。

ウ　

長
い
間
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
宇
宙
に
始
ま
り
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

て
い
た
が
、
近
年
の
研
究
の
結
果
、
実
は
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
動
的
な
宇
宙
に
対
し
て
肯
定

的
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
か
ら
。

エ　

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
用
い
た
宇
宙
項
は
、
当
初
、
宇
宙
が
動
的
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
た

め
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
後
に
な
っ
て
か
ら
、
宇
宙
を
膨
張
さ
せ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
っ
た
こ
と

が
判
明
し
た
か
ら
。

オ　

宇
宙
の
大
部
分
を
占
め
る
ダ
ー
ク
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
謎
に
満
ち
た
物
質
で
あ
り
、
そ
の
正
体
を
あ

ば
く
た
め
の
手
掛
か
り
と
し
て
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
宇
宙
項
が
再
び
注
目
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
か
ら
。

問
八　

空
欄

Ｃ

に
は
次
の
１
～
５
の
文
を
並
べ
替
え
た
文
章
が
入
り
ま
す
。
１
～
５
を
正
し
い
順
に
並

べ
替
え
た
も
の
と
し
て
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
【
選
択
肢
】
ア
〜
カ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号

で
答
え
な
さ
い
。

【
文
】

　

１　

�

ド
ラ
え
も
ん
の
タ
ケ
コ
プ
タ
ー
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
本
当
に
そ
ん
な
力
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。

　

２　

�

し
か
し
、
重
力
に
は
引
力
し
か
な
い
の
に
、
ダ
ー
ク
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
宇
宙
を
広
げ
る
外
向
き

の
力
、
す
な
わ
ち
斥
力
で
す
。

　

３　

�

さ
て
、
そ
の
宇
宙
項
す
な
わ
ち
ダ
ー
ク
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
が
、「
力
」と
い
う
意
味
で
は
、
時

空
に
お
よ
ぼ
さ
れ
る
も
の
な
の
で
、
重
力
と
同
じ
と
い
え
ま
す
。

　

４　

�

反
重
力
と
い
え
ば
、
Ｓ
Ｆ
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
は
宇
宙
船
の
動
力
な
ど
で
お
な
じ
み
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

５　

と
い
う
こ
と
は
、
重
力
と
は
反
対
向
き
の
「
反
重
力
」
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

【
選
択
肢
】

　

ア　

３　

→　

２　

→　

５　

→　

４　

→　

１

　

イ　

３　

→　

５　

→　

４　

→　

１　

→　

２

　

ウ　

２　

→　

５　

→　

１　

→　

３　

→　

４

　

エ　

２　

→　

１　

→　

３　

→　

５　

→　

４

　

オ　

４　

→　

１　

→　

３　

→　

２　

→　

５

　

カ　

４　

→　

２　

→　

１　

→　

３　

→　

５
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問
九　

傍
線
部
９
「
そ
れ
ら
が
「
あ
る
」
こ
と
は
わ
か
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
が
「
な
に
」
か
は
、
皆
目
わ
か
ら

な
い
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら

選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

古
代
の
人
も
現
代
を
生
き
る
私
た
ち
も
、
宇
宙
が
加
速
膨
張
し
て
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る
が
、

そ
の
理
屈
は
理
解
し
て
い
な
い
と
い
う
点
に
お
い
て
同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

イ　

古
代
の
人
も
現
代
を
生
き
る
私
た
ち
も
、
理
解
で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
客
観
的
な
観
測
を

せ
ず
に
、
主
観
的
な
意
味
付
け
を
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

ウ　

古
代
の
人
も
現
代
を
生
き
る
私
た
ち
も
、
ダ
ー
ク
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
て

も
、
そ
れ
が
ど
う
い
っ
た
も
の
か
は
知
ら
な
い
と
い
う
点
に
お
い
て
同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

エ　

古
代
の
人
も
現
代
を
生
き
る
私
た
ち
も
、
正
体
不
明
な
も
の
を
身
近
な
も
の
で
た
と
え
る
こ
と

で
、
そ
の
謎
を
解
こ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

オ　

古
代
の
人
も
現
代
を
生
き
る
私
た
ち
も
、
宇
宙
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
が
、
そ
の
大
部
分
は
わ

か
ら
ず
、
理
解
も
で
き
て
い
な
い
と
い
う
点
に
お
い
て
同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

問
十　

本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
を
次
の
ア
〜
オ
の
中
か
ら
二
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

宇
宙
は
収
縮
や
膨
張
を
繰
り
返
し
て
い
る
と
長
い
間
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
の
発
見
に
よ
り
宇
宙
は
静
止
し
て
い
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。

イ　

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
思
考
実
験
に
よ
り
、
宇
宙
は
静
止
し
て
い
る
と
結
論
付
け
た
が
、
ハ
ッ

ブ
ル
は
宇
宙
が
膨
張
し
て
い
る
こ
と
を
実
際
に
観
測
し
た
。

ウ　

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
一
般
相
対
性
理
論
に
宇
宙
項
を
入
れ
た
こ
と
を
一
度
は
後
悔
し
た
が
、

後
に
宇
宙
項
が
ダ
ー
ク
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
と
、
自
ら
の
発
見
を
喜
ん
だ
。

エ　

反
重
力
の
唯
一
の
例
と
し
て
考
え
ら
れ
る
ダ
ー
ク
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
、
宇
宙
が
加
速
的
に

広
げ
ら
れ
る
た
め
、
今
後
宇
宙
は
虚
無
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

オ　

頭
の
中
で
行
う
思
考
実
験
に
よ
っ
て
立
て
た
仮
説
は
、
実
際
に
実
験
を
行
い
、
客
観
的
な
デ
ー

タ
を
得
て
、
そ
れ
を
根
拠
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
信
頼
し
て
は
な
ら
な
い
。
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